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1 はじめにはじめにはじめにはじめに
1.1 テキストについてテキストについてテキストについてテキストについて

このテキストでは、レンタルビデオショップを例に、会員リスト、商品リスト、貸出リストを使って簡単な操作方法と

DBPro の機能の一部をご紹介します。DBPro の豊富な機能についてはオンラインヘルプをご覧ください。

その奥行きの深さに驚かれることでしょう。

1.2 サンプルデータについてサンプルデータについてサンプルデータについてサンプルデータについて
trialフォルダには、以下のファイルが含まれています。ハードディスクにコピーしてご利用ください。（テキスト中

では DBProData\sample\trialに置いています） ※DBPro V4.5(体験版も可) がインストールされている必要が

あります。

■会員リスト.dpt ：DBPro の表ファイル

■商品リスト.dpt ：DBPro の表ファイル

■貸出.xls ：Excel のファイル

■photo フォルダ ：画像ファイル

1.3 DBProについてについてについてについて
DBPro は、エンドユーザ向けのデータベースソフトです。表計算ソフトのような感覚で操作できるので、データ

ベースの専門家でなくても簡単に利用することができます。電子アルバムの作成や住所録のような個人のデ

ータ管理から、会員管理や販売管理といった大きなデータベースシステムを作ることまで可能です。

表とカード

DBProは表とカードの 2種類の画面で、入力・加工・表示・印刷ができます。表は Excelや1-2-3といった表計

算ソフトのような縦横に罫線の引かれた一覧表のような形式です。表はデータ本体を格納するファイルで、カ

ードは表のデータを見せる枠のようなものです。

表

カード
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2 データベースの基本操作データベースの基本操作データベースの基本操作データベースの基本操作
2.1 他のアプリケーションのファイルを変換他のアプリケーションのファイルを変換他のアプリケーションのファイルを変換他のアプリケーションのファイルを変換

表計算ソフトや他のデータベースソフトのデータがすでにある場合、いくつかのアプリケーションのファイ

ルを DBPro の表ファイルに変換することができます。サンプルの「貸出.xls」を DBPro に変換してみまし

ょう。

STEP1： Windows の[スタート]-[プログラム]-[DBProV4]-[DBProV4]を選びDBProを起動し

ます

STEP2： DBPro のメニューから[ファイル]-[開く]を選ぶかアイコンをクリックします

STEP3： ファイルを開くダイアログで「貸出.xls」を選びます

STEP4： エクセルのファイルが DBPro の形式に変換されます

他のアプリケーションのデ他のアプリケーションのデ他のアプリケーションのデ他のアプリケーションのデ

ータを利用するータを利用するータを利用するータを利用する

DBPro で直接変換できるファ

イ ル は 、 Access ・ Excel ・ 桐

(DOS 版)・TheCARD・Lotus1-

2-3・dBASEです。ファイルコン

バータを使えば双方向データ

交換ができます。

ファイルコンバータファイルコンバータファイルコンバータファイルコンバータ

[他]-[ファイルコンバータ]また

は、[スタート]-[プログラム ]-

[DBProV4]-[DBPro ファイルコ

ンバータ]で起動できます。

項目とレコード項目とレコード項目とレコード項目とレコード

会員リストの横一行には一人

分のデータが入ります。この一

行一行を「レコード」と呼びま

す。また、会員コードや名前な

どの各列には、それぞれの人

の同じ種類のデータが入りま

す。この列を「項目」と呼びま

す。そして一番上の行には「会

員コード」「名前」といった「項

目名」が表示されます。

②▼を押し「Excel」を選ぶ

④OK をクリック

①▼を押しファイルの場所を trial にする

③「貸出.xls」をクリック

変換された DBPro のファイル
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2.2 レコードの整列レコードの整列レコードの整列レコードの整列
レコードが使用する目的にあった並び順で整列されていると、表は見やすく、処理の高速化にもつなが

ります。いろいろな並び順でレコードを整列してみましょう。

STEP1： セルカーソルを[会員コード]に合わせ、[正順整列]アイコン をクリックします

STEP2： 今度は[タイトル]にカーソルを合わせ[正順整列]アイコン をクリックします

索引の登録索引の登録索引の登録索引の登録

頻繁に並べ替えをする項目が

決まっているときは索引として登

録しておくと便利です。

登録した索引は、ツールバーの

整列索引リストボックスから選ぶ

だけでレコードの並び順を切り

替えることができます。検索や

選択などの高速化のためにも、

索引を登録することをお薦めし

ます。

なお、複数の項目を使って整列

をさせるためには索引を登録す

る必要があります。

[[[[正順整列正順整列正順整列正順整列]]]]

文字列型項目なら辞書順で，そ

れ以外の項目なら昇順でレコー

ドが整列されます。

 [ [ [ [逆順整列逆順整列逆順整列逆順整列]]]]

文字列型項目なら辞書逆順で，

それ以外の項目なら降順でレコ

ードが整列されます。

[会員コード]順に並び変わりました

①[会員コード]のいずれかのレコードにカーソルを合わせる

[タイトル]順に並び変わりました

②[正順整列]をクリック
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2.3 レコードの検索レコードの検索レコードの検索レコードの検索
目的のレコードを探しその位置にセルカーソルをジャンプさせることができます。

会員コード 14 の人のレコードを探してみましょう。

STEP1： カーソルを[会員コード]のいずれかのレコードに合わせ、[探す]-[項目検索]を選

ぶかアイコンをクリックます

STEP2： 項目検索ダイアログで検索する条件を指定します

STEP3： セルカーソルが会員コード「14」のデータに移動しました

STEP4： [下検索]アイコンをクリックします

STEP5： 次に見つかったデータにカーソルが移動しました

①確認：[会員コード]と表示されている

②▼を押し「等しい」を選ぶ

③ '14' と入力

④OK をクリック

検索検索検索検索

いろいろな比較方法で検索が

できます。

■等しい

■異なる

■含む

■項目が空

値の入っていないレコードを

検索

■マーク付きレコード

レコードマーク付きのレコー

ドを検索

■先頭一致

■末尾一致

■ パターン一致

「*」や「？」（ワイルドカード）

を使って検索

■値を指定して検索

数値や日付などの項目で、

**以上、**以下、**から **

まで、のように値を指定して

検索

検索開始位置検索開始位置検索開始位置検索開始位置

セルカーソルの位置に関係な

く、どこから検索を始めるのか

指定できます。

検索方向検索方向検索方向検索方向

検索開始位置から、上下どち

らの方向に向かって探すかを

指定できます。
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2.4 レコードの選択レコードの選択レコードの選択レコードの選択
目的のレコードを選び出し、別のウィンドウに集めて表示させることができます。そのウィンドウを「選択

ウィンドウ」と呼びます。「タイタニック」を借りた人のデータを集めてみましょう。

STEP1： カーソルを[タイトル]のいずれかのレコードに合わせ、[探す]-[項目選択]を選ぶか

アイコンをクリックます

STEP2： 項目選択ダイアログで選択する条件を指定します

STEP3： [タイトル]が’タイタニック’のレコードが別ウィンドウに集められ表示されます

STEP4： 選択ウィンドウ右上の  をクリックし、ウィンドウをクローズします

①▼を押し[タイトル]を選ぶ

②▼を押し「等しい」を選ぶ

③ 'タイタニック' と入力

④OK をクリック

選択選択選択選択

選択ウィンドウで更に選択を行う

と、データの絞り込みができま

す。2 つ以上の項目をキーにし

て選択する場合は[探す]-[条件

選択]を使います。条件に名前

をつけて登録しておくと、ツール

バーから選ぶだけで選択を行う

ことができます。

簡易選択簡易選択簡易選択簡易選択

選択したい値の入力されている

セルにカーソルを合わせ、簡易

選択アイコンをクリックするだけ

で選択することができます。

選択ウィンドウでの編集選択ウィンドウでの編集選択ウィンドウでの編集選択ウィンドウでの編集

選択ウィンドウでもレコードの編

集ができます。元のデータと連

動しているので、選択表で変更

を加えると、元ウィンドウでも更

新された内容が表示されます。

比較方法のオプション比較方法のオプション比較方法のオプション比較方法のオプション

■全角/半角を区別

■大文字/小文字を区別

英文字の大文字/小文字、数

字やカタカナ・英文字の全/半

角の違いを区別するオプショ

ンです。通常はオンにしてお

きます。

■基本つづりで比較

文字列型の項目で指定できま

す。ひらがな/カタカナ、英文

字の大文字/小文字、数字や

カタカナ・英字の全半角、清

音・濁音・半濁音、拗音・撥

音・促音などの違いを無視し

て探すオプションです。

ここをオンにすると、検索する

値を「 abc 」 と した場合に、

「aBc」でも「AbC」でも選択され

ます。ただし、処理にかかる時

間は長くなります。

選択ウィンドウ
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2.5 データを集計するデータを集計するデータを集計するデータを集計する
ビデオタイトル毎に売上金額を集計してみましょう。何度も利用する集計は、名前をつけて登録しておく

と、ツールバーから登録名を選ぶだけで集計することができます。

STEP1：  [表操作]-[集計]を選び、集計ダイアログを開きます

STEP2：  定義名をつけ、小計キーを指定します

STEP3：  タイトル毎の合計金額を計算させる設定をします

①[表操作]をクリック

②[集計]をクリック

②▼を押し[タイトル]を選ぶ

③確認：<項目値>と表示される

①下へスクロールし、[金額]をクリック

②「合計」をクリック

③確認：#合計([金額]) と表示される

④「設定」をクリック

[[[[表操作表操作表操作表操作]-[]-[]-[]-[項目集計項目集計項目集計項目集計]]]]

セルカーソルのある項目に対し

て次のような集計ができます。

■レコード数

　レコード総数を数えます

■有効件数

項目の値がナルでないレコー

ドを数えます

■合計

項目の合計値を計算します

■平均

項目の平均値を計算します

■最大

項目の最大値を求めます

■最小

項目の最小値を求めます

■標準偏差

項目の標準偏差を求めます

項目集計は、全レコードまたは

ハイライトしたレコードについて

1 項目だけの集計をします。複

数の項目を同時に集計したり、

複雑な集計を行って結果も表の

形で見るときには[表操作]-[集

計]で集計内容を設定する必要

があります。

確認：小計行の[金額]に<合計>と表示されている

①’タイトル別集計’と入力
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STEP4：  集計結果の表示状態を設定します

STEP5：  OK ボタンをクリックすると、集計結果が別ウィンドウで表示されます

2.6 集計サンプル集計サンプル集計サンプル集計サンプル---クロス集計クロス集計クロス集計クロス集計
クロス集計を使うと、通常の集計では縦 1 列に表示される集計結果を、縦方向、横方向に合計を表示

させることができます。以下は DBPro Data フォルダに収録されています。サンプルメニューの「機能別

サンプル」-「集計/クロス集計」でいろいろな集計のサンプルをご覧ください。

④「定義登録」をクリック
③「データ」のチェックをはずす

自動グループ化自動グループ化自動グループ化自動グループ化

ここにチェックをしておくと、大

計のグループ項目→中計のグ

ループ項目→小計のグルー

プ項目の優先順序で整列して

から集計します。

表示幅自動調整表示幅自動調整表示幅自動調整表示幅自動調整

項目の値がちょうど表示される

幅に自動的に調整してくれま

す。また、集計に影響しない

項目は表示幅ゼロになりま

す。

表示レコード表示レコード表示レコード表示レコード

集計レコード以外のデータレ

コードも表示させたい場合は、

このチェックをオンにします。

①「自動グループ化」にチェック

②「表示幅自動調整」にチェック

売上表

集計結果

クロス集計定義
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2.7 集計表を印刷する集計表を印刷する集計表を印刷する集計表を印刷する
集計ウィンドウの印刷結果をプレビュー画面で確認してみましょう

STEP1： [ファイル]-[印刷プレビュー]を選ぶかアイコンをクリックします

STEP2： 印刷形式名<標準>を選びます

STEP3： プレビュー画面が確認できたら「閉じる」ボタンを押し、集計ウィンドウと元のウィン

ドウをクローズします

2.8 表印刷サンプル表印刷サンプル表印刷サンプル表印刷サンプル
DBPro には様々な印刷機能があります。表示形式や印刷形式の設定をいろいろ試してみてください。

①<標準>をクリック

②OK をクリック

表示形式と印刷形式表示形式と印刷形式表示形式と印刷形式表示形式と印刷形式

■[表示]-[表示形式]

表編集での表示方法を

「表示形式」としていくつ

も登録しておくことができ

ます。項目の幅や高さ、

順序、フォントなどの指定

ができますので、目的に

合わせて登録しておくと

便利です。

■[ファイル]-[印刷形式]

余白や段組、ヘッダーや

フッターなど印刷時のペ

ージ全体の設定ができま

す。どの表示形式を使っ

て印刷するかを指定する

ことも可能です。

段組

集計行網掛け

プレビューウィンドウ

図形印刷
図形印刷
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3 表の作成表の作成表の作成表の作成
3.1 表定義とは表定義とは表定義とは表定義とは

表計算ソフトでは、最初から縦横にたくさんのセルが並び、自由にどこにでも好きなデータを入力することがで

きます。一方、データベースは、どういう名前の項目を用意するか、どんな種類のデータを入れるのかをあらか

じめ決めておく必要があります。

この作業を「表定義」と呼んでいます。実際のデータを入力したり、加工、印刷することは表編集と呼び、違うウ

ィンドウで処理します。定義と編集は、ボタン一つで切り替えることができます。

表定義ウィンドウ

編集から定義へ

表編集ウィンドウ

定義から編集へ
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3.2 項目名とデータ型を入力する項目名とデータ型を入力する項目名とデータ型を入力する項目名とデータ型を入力する
『データベースの基本操作』では、表計算ソフトのファイルを DBPro に変換しました。

ここでは、先ほどと同様のファイルを DBPro で新規に作成してみます。(今までに開いたファイルはすべ

て閉じてから行ってください)

STEP1： [ファイル]-[新規作成/定義変更]を選ぶかアイコンをクリックします

STEP2： 新しいファイルを作成する場所とファイル名を指定します

STEP3： 新規作成ウィンドウが表示されます

①▼を押しファイルの場所を trial にする

③「貸出リスト」と入力

②▼を押し「表（*.dpt）」を選ぶ

④OK をクリック

テキストデータを利用するテキストデータを利用するテキストデータを利用するテキストデータを利用する

テキスト形式のデータを DBPro

に読込んで利用する場合、ま

ず空の表を作成しその表にデ

ータを読込みます。

[ファイル]-[開く]を選び、新しい

ファイル名を入力して OK ボタ

ンを押すと、項目名が A から Z

までの空の表を作成することが

できます。その表に[ファイル]-

[読込み]でテキストファイルを読

込みます。

その後、[他]-[自動再定義]を

実行すると、1行目のレコードの

値を項目名に変換したり、デー

タ型の自動判別やデータの読

込まれなかった余分な項目の

削除などができます。

[[[[他他他他 ]-[]-[]-[]-[全属性を表示全属性を表示全属性を表示全属性を表示////非表非表非表非表

示示示示]]]]

通常では、項目名とデータ型だ

けが表示されています。[他]-

[全属性を表示]で、すべての属

性を一覧することができます。

再び[他]-[全属性を表示]を選

ぶと通常の表示状態に戻りま

す。

表題表題表題表題

[属性]-[表属性]で、表のタイト

ルを設定することができます。

表印刷やカード印刷のヘッダ

ー、フッターなどで参照すること

ができます。
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STEP4： 項目名とデータ型を入力します

STEP5： 続けて以下のように入力していきます

項目名 データ型

１ 貸出日 日付
２ 会員コード 数値
３ 名前 文字列
４ 商品コード 数値
５ タイトル 文字列
６ 貸出区分 文字列
７ 貸出期間 日時間隔
８ 返却予定日 日付
９ 金額 数値
１０ 返却日 日付

STEP6： [編集]-[項目挿入終了]で挿入を終わります。これで表定義は終了です

STEP7： [他]-[編集へ]を選ぶかアイコン をクリックし編集画面を確認してみましょう

①[編集]をクリック

②[項目挿入開始]をクリック

④リストから「日付」を選ぶ

③キーボードから’貸出日’と入力し、Enter キーを押す

[[[[編集編集編集編集]-[]-[]-[]-[項目挿入開始項目挿入開始項目挿入開始項目挿入開始]]]]

項目名を入力する位置にカー

ソルを合わせスペースキーを

押す、または F3 キーを押すこ

とでも入力開始できます。

[[[[編集編集編集編集]-[]-[]-[]-[訂正開始訂正開始訂正開始訂正開始]]]]

項目名やデータ型を変更する

ことができます。項目名の表示

部分('貸出日'などの文字)や

データ型('日付'などの文字)を

ダブルクリックすることでも訂正

ができます。

データ型についてデータ型についてデータ型についてデータ型について

DBPro では以下の 9 種類があ

ります。

■文字列型

日本語やアルファベットなど

の文字データ。数字も文字と

して扱われます。

■数値型

数値のデータ

■整数型

整数のみのデータ

■実数型

学術計算など桁数の多いデ

ータ

■日付型

何年何月何日のデータ

■時刻型

何時何分何秒のデータ

■年月間隔型

何年何ヶ月のデータ

■日時間隔型

何日何時何分何秒のデータ

■ファイル型

DBPro の表やカード、DBPro

以外のアプリケーションで作

成した画像・音声データなど

定義定義定義定義----編集の切り替え編集の切り替え編集の切り替え編集の切り替え

定義画面から編集画面，編集

画面から定義画面へアイコン

一つで簡単に切り替えることが

できます。

 （定義から）編集へ

 （編集から）定義へ

表編集ウィンドウに変わった
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3.3 選択肢の登録選択肢の登録選択肢の登録選択肢の登録
選択肢を登録しておくと、データ入力の際に登録された選択肢から選ぶことができます

STEP1： [他]-[定義へ]を選ぶかアイコンをクリックして定義画面に戻ります

STEP2： セルカーソルを[貸出区分]に合わせ、項目属性ダイアログを開きます

STEP3： [貸出区分]に’新作’という選択肢を登録します

STEP4： 同様に、[貸出期間]には ’1’と’7’という選択肢を登録します

　　　　[貸出期間]は日時間隔型なので、1 は 1 日間、7 は 7 日間として扱われます

項目属性ダイアログを開く項目属性ダイアログを開く項目属性ダイアログを開く項目属性ダイアログを開く

項目名の左脇に表示されてい

る数字をダブルクリックしても

項目属性ダイアログを開くこと

ができます。

選択入力後の編集不可選択入力後の編集不可選択入力後の編集不可選択入力後の編集不可

ここにチェックをいれておくと、

登録した選択肢以外のデータ

を入力することができなくなり

ます。誤入力を防ぐために利

用するとよいでしょう。

選択肢選択肢選択肢選択肢<<<<なしなしなしなし>>>>を表示するを表示するを表示するを表示する

ここのチェックをはずしておく

と、いずれかの選択肢から値

を選ばなくてはならなくなりま

す。必ずデータを入力させた

い場合は、チェックをオフにし

ておくといいでしょう。

④追加をクリック

③’新作’と入力

選択肢に「新作」が登録された

③「選択肢<なし>を表示する」のチェックをはずす

②STEP1～3 の手順で’1’と’‘7’を順に登録する

①▼を押し項目名を[貸出期間]にする

②[属性]をクリック

③[項目属性]をクリック

①確認：項目名が[貸出区分]になっている

①[貸出区分]をクリック

②「選択肢」をクリック
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3.4 [返却予定日返却予定日返却予定日返却予定日]を求める計算式を求める計算式を求める計算式を求める計算式
貸出日に貸出期間をプラスした日付が自動的に表示されるよう設定をします。

貸出期間が 1 日なら[貸出日]の翌日の日付、貸出期間が 7 日なら 7 日後の日付が表示されます。

STEP1： [返却予定日]の項目種別を「計算項目」にし、計算式を入力します

STEP2： 式入力ダイアログで、項目名一覧やボタンを利用して式を入力します

①▼を押し項目名を[返却予定日]にする

③▼を押し項目種別を計算項目にする

②「＋」ボタンをクリック

①[貸出日]をダブルクリック

③[貸出期間]をダブルクリック

④確認：[貸出日]+[貸出期間]と表示された

⑤OK をクリック

確認：[貸出日]+[貸出期間]と表示されている

計算式の入力計算式の入力計算式の入力計算式の入力

DBPro では、表計算ソフトのよう

に簡単に式を書くことができま

す。「計算式」と書かれた枠に直

接文字を入力することもできま

すし、式入力ダイアログで関数

一覧や演算子ボタンを利用して

入力することもできます。

基本項目と計算項目基本項目と計算項目基本項目と計算項目基本項目と計算項目

基本項目は自由にデータを入

力することができます。基本項

目に式を設定しておくと、データ

入力中、その項目にカーソルが

移動したとき初期値として計算

された値が表示されますが、そ

の値は訂正することができま

す。一方、計算項目は計算結

果が自動的に入力され、キーボ

ードなどで値を変更することは

できません。

④ここをクリック

②基本をクリック
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3.5 条件式の設定条件式の設定条件式の設定条件式の設定
[金額]には自動的に数字が入るよう設定します。[貸出区分]が新作なら 400 円、他は 300 円とします。

STEP1： [金額]の項目種別を「計算項目」にし、計算式を入力します

STEP2： 式入力ダイアログで、関数一覧やボタンを利用して式を入力します

①▼を押し項目名を[金額]にする

②▼を押し項目種別を計算項目にする

③ここをクリック

①50 音順にならんだ関数リストから

「#条件」を選んでダブルクリック

②確認：「#条件（）」と表示されている

③「貸出区分」をダブルクリック

④ダイアログ中のボタンやキーボードを使って

「#条件([貸出区分]='新作',400,300)」と入力する

⑤OK をクリック

確認：「#条件([貸出区分]='新作',400,300)」 と表示されている

####条件（条件（条件（条件（#IF#IF#IF#IF））））

「#条件（#IF）」は、条件を指定

し、その条件にあてはまった場

合とあてはまらない場合とで異

なる値を返す関数です。

条件が複数ある場合は「#条件

選択（#COND）」を使います。

例：

●試験の点数から 80 点以上

なら’合格’、その他は’不合

格’という文字列を表示させる

→→→→    ####条件条件条件条件

●90点以上なら’優秀’、50点

以上 89 点までなら’合格’、そ

の他は’追試’という文字列を

表示させる

→→→→    ####条件選択条件選択条件選択条件選択
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3.6 [名前名前名前名前]とととと[タイトルタイトルタイトルタイトル]を自動入力させるを自動入力させるを自動入力させるを自動入力させる（表引きの設定）（表引きの設定）（表引きの設定）（表引きの設定）
「#表引き」関数を利用して、他の表の値とリンクすることができます。

サンプルデータには会員リスト.dpt と商品リスト.dpt が用意されています。会員リストには会員コードと名前が、

商品リストには商品コードとタイトルのデータが入力されています。

貸出リスト.dptでは、[会員コード]が入力されたら会員リスト.dptの[名前]を、[商品コード]が入力されたら、商品

リスト.dpt の[タイトル]が自動入力されるよう設定してみましょう。

■計算式

項目名 内容 式

３ 名前 入力された会員コードで会員リストを探し、
番号が一致する[名前]を表示

#表引き ('会員リスト .dpt',.[会員コー
ド]=[会員コード],.[名前])

５ タイトル 入力された商品コードで会員リストを探し、
番号が一致する[タイトル]を表示

#表引き ('商品リスト .dpt',.[商品コー
ド]=[商品コード],.[タイトル])

商品リスト.dpt

貸出リスト.dpt

一致した[タイトル]

を返す

[商品コード]

で問い合わせ

[会員コード]

で問い合わせ

一致した[名前]を

返す

会員リスト.dpt

作成中の表は

これです
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STEP1： [名前]の項目種別を「計算項目」にし、計算式を入力します

STEP2： 式入力ダイアログの「表引」ボタンをクリック

STEP3： 表引き設定ダイアログでリンクさせるファイルを指定します

①「表引」をクリック

①▼を押しファイルの場所を trial にする

②「会員リスト.dpt」をクリック

③OK をクリック

③ここをクリック

②▼を押し項目種別を計算項目にする

①▼を押し項目名を[名前]にする

①「#表引き」にチェック

②ここをクリック

表引きと対話表引き表引きと対話表引き表引きと対話表引き表引きと対話表引き

他の表を参照し、データを自

動入力させる場合、値が 1 つ

の場合は「表引き」を、複数あ

る場合には、表示される候補

から選択入力できる「対話表

引き」を使います。

例：

●商品コードから商品名、単

価、在庫状況などを入力

示させる →→→→    表引き表引き表引き表引き

●会員番号から会員名、住所

などを入力させる →→→→    表引き表引き表引き表引き

●売上伝票に入力すべき商

品コードが覚えきれない場合

に商品グループを入力し、そ

のグループに属する商品のリ

ストを表示して選ぶ →→→→    対話対話対話対話

表引き表引き表引き表引き

使用索引使用索引使用索引使用索引

条件で指定した対象表の項目

（テキストでは 会員リスト.dpt

の [会員コード]）を整列キーと

する索引を指定すると、表引き

が高速に行なわれます。
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STEP4： 照合する項目を設定します

STEP5： 取り出す値を設定します

③▼を押し[会員コード]を選ぶ

④▼を押し[会員コード]を選ぶ

①確認：「会員リスト.dpt」と表示されている

②「条件」にチェック

①▼を押し[名前]を選ぶ

②OK をクリック

①確認：表引きの式が入力されている

②OK をクリック

確認：計算式に表引きの式が入力されている
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STEP6： 同様に[商品コード]から[タイトル]を表引きする式設定をします

よく似た式ですので、前回の式をコピーしてしまいましょう

STEP7： 項目名を[タイトル]に変更し、計算式にコピーした式を貼り付けます

②ハイライトした部分の上でマウス

の右ボタンを押し「コピー」を選ぶ

③枠内のどこかをマウスの右ボタンでクリックし「貼り付け」を選ぶ

①式をハイライトする

①▼を押し項目名を[タイトル]にする

④式を以下のように書きかえる

#表引き('会員リスト.dpt',.[会員コード]=[会員コード],.[名前])

　　　　　　　　　　　　　↓↓↓↓

#表引き('商品リスト.dpt',.[商品コード]=[商品コード],.[タイトル])

②▼を押し項目種別を計算項目にする
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3.7 書式の設定書式の設定書式の設定書式の設定
DBPro では様々な書式が用意されていますが、自分で好きな書式を登録することも簡単です。

[貸出期間]では、「＊泊」と表示されるよう書式を設定してみましょう。

STEP1： 「表示形式」ボタンを押し、表示形式ダイアログを表示させます

STEP2： [貸出期間]に’d 泊’という書式を設定します

STEP3： 日付項目の[貸出日][返却予定日][返却日]の書式を’yyyy/mm/dd’にします

STEP4： OK ボタンを押して表示形式ダイアログを閉じます

①「表示形式」をクリック

②「色と書式」をクリック

③’d 泊’と入力

④確認：’1 泊’と表示されている

①Ctrl キーを押しながら、[貸出日][返却予定日][返却日]を順にクリック

書式書式書式書式

値を表示/印刷するときの形を指

定する文字列を書式といいます。

たとえば、書式を変えることによっ

て数値型の値 100 が100.00 と表

示されたり、\100 と表示されたりし

ます。

特に書式を指定しない場合は、

DBPro であらかじめ決められてい

る標準書式で表示されます。

標準書式は以下のとおり

文字列型 なし

数値型 0.#

整数型 0

実数型 0.#

日付型 yyyy 年 m 月 d 日

年月間隔型 y 年 m カ月

日時間隔型 d 日 h 時間m 分 s秒

ファイル型 なし

日付項目では、西暦、和暦、陰暦

のさまざまな形式で表示すること

ができます。

②’yyyy/mm/dd/’と入力

③「形式更新」ボタンを押す

①[貸出期間]をクリック
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3.8 データを入力するデータを入力するデータを入力するデータを入力する
実際にデータを入力して、設定した式がどのように働くか見てみましょう

STEP1： [他]-[編集へ]を選ぶかアイコンをクリックして編集画面に戻ります

STEP2： [編集]-[レコード挿入開始]を選びます

STEP3： レコードを入力できる状態になるので、’.’ （ピリオド）を入力し Enter を押します

STEP4： 今日の日付(画面では 1 月 11 日)が表示され、カーソルが[会員コード]に移ります

STEP5： [会員コード]に’1’と入力し Enter を押すと、[名前]が自動的に表示され、カーソル

が[商品コード]に移ります

STEP6： [商品コード]に’1’と入力し Enter を押すと、[タイトル]が自動的に表示され、カーソ

ルが[貸出区分]に移ります

[[[[編集編集編集編集]-[]-[]-[]-[レコード挿入開始レコード挿入開始レコード挿入開始レコード挿入開始]]]]

F3 キーを押す、または入力開

始したい項目にセルカーソル

を合わせスペースキーを押し

てもレコード挿入を開始できま

す。

日付の便利な入力機能日付の便利な入力機能日付の便利な入力機能日付の便利な入力機能

■’.’（ピリオド）で今日の日付

■’1’で今年の今月の 1日

■’1-1’や’1/1’で今年の

1 月 1日

■’1-1-1’で 2001 年 1 月

1 日

■’e’で今月の末日

■ ’H13-1-1’で平成 13 年 1

月 1日

書式の設定書式の設定書式の設定書式の設定

[表示]-[表示形式]で書式の

設定を変更できます。標準で

用意してある書式の他に好き

な書式を追加するこもできま

す。DBPro には強力な和暦表

示機能があり、陰暦や旧暦に

も対応しています。

①[編集]をクリック

②[レコード挿入開始]をクリック
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STEP7： [貸出区分]は、マウスで▼をクリックし’新作’を選びます

STEP8： [貸出期間]は’1’を選び、Enter を押します

STEP9： [金額]は自動的に計算された値が入り、カーソルが[返却日]に移動します

STEP10： これで 1 レコード入力できました。Enter を押すと次のレコード入力ができます

[編集]-[レコード挿入終了]を選ぶと入力を終了します

STEP11： ウィンドウ右上の  をクリックし、ウィンドウをクローズします

[[[[編集編集編集編集]-[]-[]-[]-[レコード挿入終了レコード挿入終了レコード挿入終了レコード挿入終了]]]]

F3キーまたはF2キーを押して

も入力を終了できます。

最後の項目で Enter キーを押

すと次のレコードに移ります。

続けて入力しない場合は Esc

キーを押すと入力を終了でき

ます。
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4 カードの作成カードの作成カードの作成カードの作成
4.1 カードとはカードとはカードとはカードとは

DBPro では、カードで入力フォームや印刷フォームを作成できます。表編集では表計算ソフトのような表形式

でデータを一覧でき、データベースのすべての機能を実行できますが、それだけでは利用範囲が限られま

す。

カードを使うと、名刺や宛名ラベルのように 1 レコードを 1 枚のカードで表示したり、伝票形式のようにカードに

表の一部を表示させることもできます。

カードを作成することを「カードレイアウト」と呼んでいます。カードの状態でデータを編集・印刷することを「カ

ード編集」と呼び、表定義・表編集と同様に、それぞれ別のウィンドウで処理をします。

下図の様な印刷を目的としたカード（入力も同様）では、どの表のデータを印刷（入力）するのかを指定する必

要があります。その表を「対象表」と呼びます。

カードレイアウトウィンドウ

編集からレイアウトへ

レイアウトから編集へ

カード編集ウィンドウ
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4.2 新規カード作成新規カード作成新規カード作成新規カード作成
会員リストのデータを対象表にした会員カードを作成します。

STEP1： [新規作成]-[定義変更]を選ぶかアイコンをクリックします

STEP2： カードの対象表を指定します

①▼を押しファイルの場所を trial にする

③「会員カード」と入力

②▼を押し「カード（*.dpc）」を選ぶ

④OK をクリック

①ここをクリック

②「会員リスト.dpt」をクリック

③「OK」をクリック

④「OK」をクリック

対象表のないカード対象表のないカード対象表のないカード対象表のないカード

対象表をもたないカードを作る

こともできます。このようなカード

はボタンや図形、文字列だけを

置いて、その後の処理を振り分

けるためのメニュー用として使い

ます。

常に同じ対象表に固定常に同じ対象表に固定常に同じ対象表に固定常に同じ対象表に固定

対象表を固定しておくと、カード

ファイルを指定するだけでその

カードを開くことができます。

一つのカードを、同じあるいは

似た構造の表ファイルに対して

利用したい場合、このチェックを

オフにします。その場合、カード

を開くたびに対象表を選ぶ必要

があります。

TTTT 型カードを自動レイアウト型カードを自動レイアウト型カードを自動レイアウト型カードを自動レイアウト

DBPro が自動的にレイアウトし

てくれるカードのパターンです。

ここにチェックをしておくと、すべ

ての項目が縦に並んだカードが

自動的に作成されます。オブジ

ェクトのサイズや位置なども変更

可能ですので、まず T 型カード

を作り、必要に応じて変更を加

えてもよいでしょう。
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STEP3： カードレイアウト画面が表示されます

STEP4： カードのサイズを指定します

STEP5： カード属性ダイアログでカードのサイズを指定します

①[属性]をクリック

②[カード属性]をクリック

④幅：95 と入力

④OK をクリック

カードサイズが変わった

カード属性ダイアログカード属性ダイアログカード属性ダイアログカード属性ダイアログ

以下の 5 つのパネルでカード

の詳細設定ができます。

■基本

表題(カードのタイトル・印刷

時のヘッダーなどに使用で

きる）、対象表、グループ項

目など

■用紙・サイズ

プリンタの種類、用紙サイ

ズ、カードサイズ、ラベル印

刷の配置数など

■ヘッダー

ヘッダー及びフッターの位

置、フォントなど

■表示

カードの背景色、網掛け、背

景画像など

■グリッド

グリッドの有効/無効、グリッド

サイズ、グリッド表示する/し

ない など

③[用紙・サイズ」をクリック

⑤高さ：65 と入力
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4.3 項目のデータを表示させる項目のデータを表示させる項目のデータを表示させる項目のデータを表示させる（項目オブジェクト）（項目オブジェクト）（項目オブジェクト）（項目オブジェクト）
会員リストの [会員コード] [名前] [入会日] [有効期限] をカードに表示させます。

STEP1： [道具]-[項目]を選ぶかアイコンをクリックします

STEP2： 項目/変数一覧の中からカードに表示させたい項目を選びます。

STEP3： カードの上にドラッグ＆ドロップします

STEP4： オブジェクトが選択されている状態で、オブジェクト上にマウスを持っていくと、カー

ソルが の形に変わります。移動ができますので適当な位置に合わせます

①マウスでクリックしたまま左方向へドラッグ

①Ctrl キーを押しながら[会員コード][名前][入

会日][有効期限]を順にクリック

確認：項目/変数一覧が表示された

ラベルを付けるラベルを付けるラベルを付けるラベルを付ける

項目の左に表示されている見

出しを「ラベル」といいます。

「ラベル」を付ける」にチェック

をして項目を配置した場合は

自動的に項目の名前がラベル

に設定されます。ラベルに表

示する文字を変更したり、フォ

ントや文字色などの変更も可

能です。ラベルはオブジェクト

に対し上下左右どの位置にも

配置できます。

複数のオブジェクトを選択複数のオブジェクトを選択複数のオブジェクトを選択複数のオブジェクトを選択

Shift キーまたは Ctrl キーを押

しながら項目名をクリックすると

複数の項目を選択することが

出来ます。カードに配置した

オブジェクトも同様の方法で複

数選択することができます。

複数のオブジェクトの位置など

を揃えることもできます。

左揃え左揃え左揃え左揃え

オブジェクトの左端を合わせる

垂直均等垂直均等垂直均等垂直均等

オブジェクト同士の縦間隔が

同じ長さになるように配置する

垂直密着垂直密着垂直密着垂直密着

基準オブジェクトは動かさずに

オブジェクトの左右の間隔が

ゼロになるように密着させる

赤い■で囲まれたオブジェクト

を「基準オブジェクト」と呼びま

す。左・右・上・下揃えや垂直

均等などは基準オブジェクトの

位置に合わせて配置されま

す。

この他に、「右揃え」「上揃え」

「下揃え」「水平均等」「水平密

着」などがあります。



26

4.4 カードに文字を入力するカードに文字を入力するカードに文字を入力するカードに文字を入力する（固定（固定（固定（固定文字列オブジェクト）文字列オブジェクト）文字列オブジェクト）文字列オブジェクト）
カードに 「Member’s Card」 とタイトルを入れます

STEP1： [道具]-[文字列]を選ぶかアイコンをクリックします

STEP2： マウスカーソルの形が「字」に変わりますので適当なサイズにドラッグします

STEP3： オブジェクト属性ダイアログが開くので、表示させる文字を入力します

STEP4： フォントの種類とサイズを設定します

①枠の左上をクリックし右下方向にドラッグ

①基本をクリック

②‘Member’s Card’と入力

①文字をクリック

②▼を押し「MS ゴシック」を選ぶ

③▼を押し「18.0」を選ぶ

オブジェクトのサイズオブジェクトのサイズオブジェクトのサイズオブジェクトのサイズ

オブジェクトのサイズなどはあと

で自由に変更できます。

[属性]-[オブジェクト属性]を選

ぶ、またはオブジェクトをダブル

クリックするとオブジェクト属性

ダイアログが表示されます。

フォントについてフォントについてフォントについてフォントについて

ハードディスクにインストールさ

れているフォントはすべて

DBPro で使うことができます。

オブジェクト属性ダイアログオブジェクト属性ダイアログオブジェクト属性ダイアログオブジェクト属性ダイアログ

各オブジェクトの詳細を設定す

ることができます。オブジェクト

の種類によって、設定できる内

容は変わります。

■基本

オブジェクトの名前、表示させ

る内容(文字や計算結果)など

■サイズ

オブジェクトのサイズや位置な

ど

■文字

フォント、サイズ、行送り、字送

り、文字修飾など

■色と書式

文字色、背景色、網掛、書式

など

■配置

上/下寄せ、縦/横書き、あふ

れ改行、禁則処理など

■枠線

枠線あり/なし、線の種類・色

など

■他

印刷する/しない、カーソル停

止する/しない、編集可/不可

など
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STEP5： オブジェクト内での配置位置を設定します

STEP6： OK ボタンを押してカードを確認します

①配置をクリック

②「中央揃え」を選ぶ

③「中央揃え」を選ぶ

オブジェクトの種類オブジェクトの種類オブジェクトの種類オブジェクトの種類

項目項目項目項目

対象表レコードの項目値を表

示／編集します

式式式式

式の計算値やカードの集計値

を表示します

テキストファイル項目テキストファイル項目テキストファイル項目テキストファイル項目

項目値で指定されるテキストフ

ァイルの内容を表示します

図形ファイル項目図形ファイル項目図形ファイル項目図形ファイル項目

項目値で指定される図形ファ

イルの内容を表示します

表表表表

複数のレコードを表の形で表

示／編集します

データデータデータデータ

カード編集中だけの一時的な

データを表示／編集します

変数変数変数変数

対象表のファイル内変数を表

示／編集します

文字文字文字文字

常に同じ文字列を表示します

図形図形図形図形

常に同じ図形を表示します

OLEOLEOLEOLE
OLE サーバーアプリケーショ

ンのデータを表示します。

この他、DBPro のメニュー機能

を実行させるためのボタンを置

いたり、直線、矩形、楕円を書

くこともできます。
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4.5 写真を表示させる写真を表示させる写真を表示させる写真を表示させる（ファイル項目オブジェクトの配置）（ファイル項目オブジェクトの配置）（ファイル項目オブジェクトの配置）（ファイル項目オブジェクトの配置）
会員リスト.dpt の[写真]項目には、会員の顔写真の画像ファイル名が入力されています。

カードに顔写真を表示させてみましょう。

STEP1： [道具]-[図形ファイル項目]を選ぶかアイコンをクリックします

STEP2： ファイル項目一覧から[写真]をクリックしカード上にドラッグ＆ドロップします

STEP3： サイズを少し大きくします。オブジェクトの外枠にマウスを近づけるとマウスの形が

変わり、サイズ変更ができるようになります

②[写真]をクリックしカード上にドラッグ

①「ラベルを付ける」のチェックをはずす

①下方向へ向かってドラッグ
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STEP4： オブジェクトのサイズに合わせて表示されるよう設定します

STEP5： [他]-[編集へ]を選ぶかアイコンをクリックし編集画面を確認します

①オブジェクトをダブルクリック

②配置をクリック

③「縦横比を保持して領域に合わせる」を選ぶ

④「縦横比を保持して領域に合わせる」を選ぶ

図形変形法図形変形法図形変形法図形変形法

一般に、ディスプレイとプリンタ

では解像度が大きく異なるの

で、画面表示用と印刷用とを

別々に指定できるようになって

います。たとえば、低い解像度

の図形では、画面用を「クリッ

プ」、印刷用を「縦横比保持」

にすると両方で比較的バラン

スのとれた表示ができます。

逆に高い解像度の図形では、

画面用を「縦横比保持」、印刷

用に「クリップ」を指定すると、

画面では全体が見え、印刷時

にはより美しい出力をすること

ができます。

カードの背景色を変えるカードの背景色を変えるカードの背景色を変えるカードの背景色を変える

レイアウトウィンドウで [属性]-

[カード属性]を選びます。「表

示」と書かれたタブをクリックす

ると、背景色の指定ができま

す。印刷用のカードなら「白」

に変更するとよいでしょう。

オブジェクトの枠（立体感）オブジェクトの枠（立体感）オブジェクトの枠（立体感）オブジェクトの枠（立体感）

をなくすにはをなくすにはをなくすにはをなくすには

オブジェクト属性ダイアログで

「枠線」と書かれたタブをクリッ

クすると、「枠線」と「形」を設定

することができます。枠線を

「なし」にし、形を「平面」に変

更します。

⑤OK をクリック

カード編集ウィンドウ
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4.6 ラベル印刷ラベル印刷ラベル印刷ラベル印刷
作成した会員カードを、A４用紙に縦４枚・横２枚の計 8 枚を印刷する設定をします

STEP１： [他]-[レイアウトへ]を選ぶかアイコンをクリックし、レイアウト画面に戻ります

STEP2： [属性]-[カード属性]を選び、カード属性ダイアログを開きます

STEP3： プリンタと用紙サイズの設定をします

STEP4： プリンタの設定ダイアログで用紙のサイズと向きを設定します

STEP5： カードの配置数を設定します

①[属性]をクリック

②[カード属性]をクリック

①「用紙・サイズ」をクリック

②確認：通常使うプリンタにチェックがついている

③「プリンタの設定」をクリック

①「A4」を選ぶ

②「縦」にチェック

③「OK」をクリック

①確認：用紙サイズと向きが表示されている

④「OK」をクリック②横：2 と入力

③「用紙中央に印刷」のチェックをはずす

ラベル印刷ラベル印刷ラベル印刷ラベル印刷

一枚の紙に、縦何カード、横

何カードと配置数を指定して

印刷することができます。

プリンタを指定するプリンタを指定するプリンタを指定するプリンタを指定する

プリンタを指定すると、プリンタ

のプロパティを表示させられま

す。給紙方法や両面印刷など

印刷の方法をカードに登録す

ることができます。

③縦：4 と入力
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STEP6： [他]-[編集へ]を選ぶかアイコンをクリックし、編集画面に戻ります

STEP7： [ファイル]-[印刷プレビュー]を選ぶかアイコンをクリックし、印刷画面を確認します

STEP8： プレビュー画面を確認したら「閉じる」ボタンを押し、カードファイルもクローズします

操作は以上で終了です
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5 おわりにおわりにおわりにおわりに
5.1 処理を自動化する処理を自動化する処理を自動化する処理を自動化する---スクリプトとスクリプトとスクリプトとスクリプトと DPL

データベースを業務で利用していくと、定型的な処理が発生してきます。必要なデータを選び出し、集計、印

刷するなど一連の処理を同じ操作で繰り返す処理です。このような処理を登録して自動実行させることができ

ます。

■スクリプト

ダイアログボックスにチェックをしたり、登録名をリストから選ぶだけで一連の操作を登録することができます。

細かな設定はできませんが、手軽に使うことができます。スクリプトファイルの拡張子は「.dpp」です。「次に実

行するファイル」にファイル名を指定すれば、複数のスクリプトファイルを順に実行させることもできます。

■DPL（DBPro Programming Language／ディー・ピー・エル）

DBPro のプログラミング言語を使って、より高度なアプリケーションシステムを作ることができます。日本語で

記述することもできます。テキストエディタでも作成できますし、DBProのDPL作成ウィンドウを使ってステート

メントの入力補助機能を利用ながら作成することできます。

[ファイル]-[実行]で、プログラム（スクリプト・DPL）を実行することができます。また、カードのボタンにプログラム

ファイル名を設定し、ボタンを押すことで実行させることもできます。スクリプトや DPL 中で、他のプログラムファ

イルを実行させることも可能です。

スクリプト、DPL 作成については、オンラインヘルプで各々の項目を参照してください。

DBProData のサンプルフォルダには、住所録、電子アルバムなど、すぐに使えるアプリケーションプログラムが

収録されています。ぜひご利用ください。また、DPL 機能別サンプルなども参考にしてください。

DPL 作成ウィンドウ

スクリプト作成ダイアログ

チェックの付いている操作を

上から順に実行します。
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